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岡山牒龍山鉱山における含鉱賑裂罐の構造的解析と探鉱上の玉指針

　筆者等は昭和28年6月約10日間をもつて，岡山県竜

山鉱山を受託調査したが，この時，特に気付いた点を構

i造支配の1例としてi報告する。

　当鉱山は岡山県久米郡竜山村にある。鉱床は上部古生

層と考えられている黒色粘板岩層中に胚胎するもので，

母岩の層理は走向N30ん700W，傾斜40～80。SWを示

す。鉱脈は層理と交叉して発蓬する走向N30《・40。W，

傾斜70～900EorW・の裂薩を充揖する含銀銅鉱脈であ

る。

　現在当鉱山においては採鉱より探鉱に重点が置かれ，

目下各坑道において探鉱中であるが，探鉢上なお一層検

討しなければならな小こととして，鉱脈裂鐸の水平的な
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　坑内調査（縮尺1＝2GO擁こよると，鉱床の水平的構造

は第2図に示したような構造をしているのが認められ

た。

　鉱脈の一般走向は：N30。Wであるが，その形態は第1

図の坑内平面図および鉱床断面図で見られるように，明

　らかに大きな波状構造を示し，凸部と凹部との傾斜は互

いに逆傾斜を示している戸㍉その萌部から凹部への変移

点においては，垂直または垂直に近い傾斜を示している。

　なおこの鉱床をさらに微細に観察すれば，通洞坑地並

’では微波状構造の集合を示すと同時に，鉱床生成前の裂

罐は簡単な波状構邉ではなく，第3図に示したよ5に第

　2図のC－D間では，弧の切線方向にも鉱脈の一般走向
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第1圖　龍山鉱山における含鉱脈裂癬の構i造

めし垂直的機構をさらに究明することが必要であると考

．えられる。

　筆者等は今回調査した結果，このことに関していろい

ろ気の付いた点があるので，簡単に報告する。

　本鉱山は現在まで通洞坑，下一，下二，下三番坑を垂

直間隔40mで，同一鑓を追つて採掘している。下部は

通洞坑地並より上120mまで，上部は過去に採掘した

、旧坑は通洞地並より下150mまで漣続し，』現在ほ主と

して通洞地並以下の採掘ならびに探鉱が進められ七い

る。通洞地並より上部は旧坑で崩壊しているので，入坑
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　　　　　　　　　第2圖
　　　　　　C；およぴD傾斜攣移黙

と平行した分岐裂罐を作り，それらはいずれも傾斜は一

般に東落しである。

　第4図で示したものは第2図中のD，B聞を微細に．

観察した一部であつて，第3図と同様の裂擁を生じてい

るが，相違点としては傾斜が互いに逆傾斜を示している

ことである。

51一（153）



地質調査所月報（第5巻第3号）

も

＼
芒一’－

つ

E『一

o　　ε・噛一甲

第 3 圖

つ・』｝・ε・一
實

第4’圖　季　面　圖

　E裂鯨はC，DおよびD，B裂罐生成の副成裂鐸と

見られるものであつて，E裂罐中に‘も凹凸部より分岐し．

た附近にはC，DおよびD，B鉱床と同一の鉱床が充

填している。

水平的観察では，鉱床の胚胎状況は一般に凹凸部にか

ならずしも富鉱部を形成しているとは限らず，上1下方

向への鉱脈追跡の結果からすれば，むしろ垂直的傾斜の

変移部に富鉱部を形成しているのが認められる。・

　これは鉱脈裂罐が生成されるどき，水平蓮動よりも『

上・下蓮動が激しかつたことによるものと思われる。

帯が認められ，この断層により各貌道ともに脈を失い，

（17）番以東には良鉱体が存在しないように考えられてい

るが，すでに下三番坑においてはとの断層を切抜けて断

層破砕帯下部に鉱床を捕えている。しかしあまり良脈で

なふつたので，現在では探鉱を休止しているが，通洞地

並の（21）虐（23）番でも鉱床を捕えていることから，北北

西にも同一系列の含鉱脈裂罐の存在が考えられ，将来期

待のかけ5る所であろう。

鉱脈裂罐の機構を知ることによつて，失つた界の探鉱

指針が得られることの一例としては，通洞坑地並（7）番

断面附近で脈を失つているが，（8）～（9）番の裂罐の系

列は第6図のように，一一定の系列をなしていることから

推測すると，（7）番における鉱脈1審A点を通過するはず

であるのに，坑道はC点の位置にある。そして坑内観察

では鉱脈は第7図のよ5に→（実線矢印）方向にそれてお

り，坑道で鑓押しに追跡したものは副成裂罐Eであると
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第5圖　裂鱒生成時の上一ド動
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　鉱脈裂罐の垂直方向の構造は第1図の（4）～（18）断面

で観察されるように，かなり長い距離に亘つて同一相が

、蓮続することは明らかで，何の関蓮もない特異の相があ

らわれるようなこ乏はなく，ある一定の系列をなし，傾

斜変移点附近に寮鉱部を顔しているのが認められる。

　富鉱部を形成する方向は一定せず1裂罐の蓮動曲線に

よる傾斜変移点の方向が，富鉱部の方向である（第1図

参照）と思われる。

　第1図の断面に示すごとく，下三番坑の（8）番附近か

ら通洞坑（20），（21）番の中聞附近を通る低角度断層破砕

E裂纏

第7圖　通洞坑南押で鉱脈を失，つた所

みられる・。もしかりにゆ（点線矢印）方向に脈がのがれた二

とすると第6図の（7）番において，鉱脈がB点を通るこ

乏になづて（9）番および（8）番で確認裂罐系列が乱れる

ことになる。ちなみに裂擁系列を急変させるような断層

は見られない。故に鉱脈がB点を通ると考えるのは誤，ゆ

で，A、点を通過することが推測できる。

　　　　　　　　（調査：中沢攻郎・高瀬　博）
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